定例記者会見発言録


日　　時：令和８年２月26日（木）14時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、市民生活部長、
危機管理担当参事、健康福祉部長、産業部長、建設部長、教育部長、
こども部長
報道機関：読売新聞社、福島民報社、福島民友新聞社
発表項目：市長から下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　令和８年伊達市議会定例会第２回定例会議提出議案の概要
資料２　県内初「災害ケースマネジメント実施体制」を構築
資料３　伊達市合併20周年記念さくらぽっぽラリーを開催

《質疑応答》----------------------------------------------------------------
令和８年伊達市議会定例会第２回定例会議（３月定例会議）提出議案概要
令和８年度伊達市一般会計当初予算について
記　者　来年度の当初予算の中で、目玉となるような事業、県内で最初に取り組む事業、来年度を中心に取り組む事業を伺います。
市　長　若者定着のために、便利なまち、やさしいまち、そして豊かなまち、こういったものを進めることを就任会見の際にも伝えさせていただきました。
まず、「便利なまちづくり」として、伊達市内にある公共交通を有機的に結びつけて、連携しやすい公共交通の整備を考えています。
令和８年度は、バス路線については、イオンモール伊達の開業に合わせて、鉄道アクセス線は、阿武隈急行の高子駅からJR伊達駅の間を結び、また、高子駅から市役所、総合公園までを繋ぐことによって、鉄道間のアクセスをより良い便利なものにしていきたいと思っています。
それから、道路整備により地域活性化または利便性が向上しますので、道路新設改良事業や道路施設等維持管理事業といったものを含めて、公共交通、道路の整備を進めていくことが、まず１つの大きな柱です。
それから「人に優しいまちづくり」については、高齢者または子どもたちが暮らしやすいまちづくりとして、まずは子どもたちの学校での生活環境の向上が一番重要だと思っています。その中で、学校の和式トイレになかなか慣れない子どもたちが多いですので、洋式トイレを整備していくということと、それからプール関係で言うと、伊達市の各学校にプールがありますが、設備等が老朽化しており、更新をしていかなければならない状況にあります。ただ、今どうしても夏場が相当暑いです。逆にプールに入ることで、熱中症になってしまうケースも出てきますので、伊達市に2つある市民プールを活用して、子どもたちのプールの授業に取り組んでまいります。
「豊かさを感じられるまちづくり」としては、データ駆動型スマート農業というものがあります。伊達市の農産物は、桃やキュウリ、あんぽ柿等々、特産品となっていますので、それを継続していくためには、若者が農業に参入しやすい体制をつくっていく必要があると考えています。データを活用した農業を推進していくためのデータ駆動型スマート農業、これを令和６年度から始めましたが、来年８年度はもう少し施設の設備を拡充をしていきたいとに考えているところでございます。
商工業関係については、今、商店街が厳しい、後継者がいなくて厳しい状況になっています。商店街・まちなかの活性化、支援のため、まちなかにぎわい創出実証プロジェクトに取り組みます。これまで起業する場合、いろんなところに行って、相談をしなければならないところでしたが、それを一か所で、話をすべてワンストップで聞ける体制を、商工会を中心として、阿武急の保原駅のところにＤＩＳＣ、伊達イノベーションサポートセンターを作っていますので、商工業を支援していきたいと考えています。

仮称鉄道アクセス線について
記　者　鉄道アクセス線についてお伺いします。こちら高子駅から伊達駅の間を運行するバス路線ということでよろしいでしょうか。いつ頃の運行開始を予定されているのか。運営は市が運営ですか。バス事業者が運営することになりますか。
市民生活部長　仮称鉄道アクセス線につきましては、令和８年10月を目途として現在調整を図っております。運行自体は、市内の路線バスを運行していただいている福島交通さんを想定しているところです。

私立保育園運営費負担金・補助金事業について
記　者　私立保育園運営費負担金・補助金事業の中で、８年度にイオンモール伊達の中に保育所設置予定と記載があるが、市が運営主体となるのか、一般の方が運営するのか、また、名称が決まっていましたら、そちらも伺います。
市　長　イオンモール伊達の中にできる保育施設ですが、民間事業者が運営する予定となっております。その施設の名称につきましては、その事業者の方から発表になりますので、私から申し上げることは控えさせていただきます。

[bookmark: _Hlk223438202]伊達市合併20周年記念事業について
記　者　伊達市合併20周年記念事業に421万円計上されております。これまでも何度もお聞きしていますが、20周年記念事業で新しい取り組みなどがありましたら、伺います。
市　長　合併20周年記念事業につきましては、記念式典を実施してまいります。その記念式典の内容につきましては、現在内容を調整しているところです。
この式典で、伊達市にこれまで貢献していただいた方を名誉市民として発表をし、その方に対して表彰したいと思っています。
秋になりますが、マツダスポーツカークラブ主催の全日本ラリー選手権を実施していきたいと考えています。
また、これから市民の皆さんと話をしながら、こういった事業がどうかということであれば、そこも進めていきたいと思います。
今、各地域で実施をしていただいている事業に対しましては、20周年の記念という冠をつけて事業を実施していただいております。市民の皆さんに20周年ということを、みんなでお祝いをしていきたいなと考えております。

観光でにぎわう魅力づくり事業について
記　者　観光でにぎわう魅力づくり事業についてですが、仙台市との連携事業を実施していくと記載がありますが、具体的な取り組み、例えば桃のトップセールスや他にも何か新しいものを行う予定かあるのか、伺います。
産業部長　仙台市とは、伊達氏のつながりで連携を組んでおります。今回、事業協定を締結しまして、観光のＰＲを行っていく予定です。まず首都圏の上野駅等で観光ＰＲの実施、それから仙台市の観光サイト「ｍｏｒｅＴＯＨＯＫＵ」で伊達市の観光モデルコースを造成しまして、桃と歴史をつないだような観光バス等の企画を想定しております。そのほか、観光収入につながるような企画の実施を令和８年度に行っていきたいと考えています。

令和８年伊達市議会定例会第２回定例会議（３月定例会議）提出議案概要
令和７年度伊達市一般会計補正予算（第11号）について
記　者　観光でにぎわう魅力づくり事業で、観光ウェブアプリの構築とあるが完成時期はいつ頃を予定しているのか伺います。
産業部長　イオンモールの開業に合わせて、完成を目指しているところではありますが、８年度に観光や市内のお店を周遊するような中身のアプリの完成を目指しています。

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業　プレミアム付商品券発行事業
記　者　プレミアム付商品券発行事業について、紙媒体のプレミアム率を前回に比べて100%に引き上げた狙いについて伺います。
市　長　プレミアム付商品券については、前回50%でしたが、それを100%まで上げました。これは物価高騰の影響を受けている市民のための事業として進めてまいりますので、できるだけ買いやすく、使いやすく、また、多くの市民が商店街で買い物がしやすい、買い物をしていただくために、プレミアム率を上げたところであります。

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業　学校給食食材費高騰対策事業・公立園給食費負担軽減事業
記　者　学校給食食材費高騰対策事業・公立園給食費負担軽減事業の補助割合としては、児童1人何か月分の学校給食費を負担補助されるのか、伺います。
市　長　　学校給食については、令和５年から物価高騰により、給食の食材費が上がっています。保護者の負担が増えないようにしようということで、市として、財源として充当してきました。
今も、物価高騰により食材費が上がっていますので、上昇分に対して、市として支援をするものであります。ですから今まで負担をしていただいている給食費については、そのまま維持していくということになります。（令和８年度より小学校の給食費無償化を予定）

県内初「災害ケースマネジメント実施体制」を構築
記　者　災害ケースマネジメント実施体制の構築ですが、県内では初めての体制の導入とのことですが、県外での先行事例があったのか、その場合伊達市は何番目の導入になるのか伺います。
また、これまでに市が災害時に被災者対応との違いや今回の強みや効果などについて、伺います。
危機管理担当参事　先進地としては、静岡県牧之原市が９月に竜巻被害があり、この時に災害ケースマネジメントを実施して、被災者支援を行っていったという状況がありましたので、そちらを確認しながら、体制構築を進めたところです。
全国的な件数としては、把握しておりません。
今までも、伊達市では、被災者支援を行ってきましたが、官民連携、各種団体と一緒の体制でということは行っておりません。改めて体制を構築して、今後対応できる支援などについても協議してまいりたいと考えております。


記者会見以外の質問

なし
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